
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和２年２月１０日（月） ９：０２～９：１０ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

森 まさこ 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

田 中 和 德 国務大臣（復興大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

衛 藤 晟 一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

竹 本  一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

北 村 誠 吾 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 明 宏 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 ２件 

〇国会提出案件 ９件 

○人事        ２件 

いずれも，案件表のとおり，決定となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，岡田副長官から御説明申し上げます。 

○岡田内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「キプロス国」及

び「シンガポール国」駐日特命全権大使の接受に御裁可を仰ぐことについて，御決

定をお願いいたします。本件は，２月１２日，信任状捧呈の予定であります。 

次に，質問主意書に対する答弁書９件について，お手元の資料のとおり，御決定

をお願いいたします。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，国家公務員倫理審査会会長等９

機関１５名の任命につき，両議院の同意を求めることについて，お手元に配布して

おります資料のとおり，御決定をお願いいたします。 

次に，吉岡和徳外８８名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

次に，件名外案件について申し上げます。「国際連合教育科学文化機関との水災害

の危険及び危機管理のための国際センターの継続協定」に署名することについて，

御決定をお願いいたします。本件は，同センターの活動が，ユネスコの戦略的な計

画の目的達成に真に資するものであることを確保するため，センターの目的及び任

務，我が国の貢献等について新たに取り極めるものであります。なお，１３日の署

名まで不公表といたしたいので，御了承をお願いいたします。 

〇菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

  衛藤晟一大臣から御発言がございます。 

〇衛藤国務大臣：今般，食品ロス削減推進の取組の一環として，中央省庁の食堂等に

おける「小盛りサイズメニュー」の提供等の取組について聴き取りを行いました。

この結果，一定の取組が実施されていることが確認できました。 

 例えば，定食のごはんのサイズ別メニューの導入を始め，注文時の声かけによっ

て，ごはん，麺類の量を減らしたり，握り寿司のシャリを小さくする等，柔軟にリ

クエストに対応いただけるようになっている所もありました。一方で対応が可能で

あることの表示がなされていない，又は分かりにくい例もありました。 

 食品ロス削減のためには，まずは各自が食べきれる量を注文し，おいしく食べき

ることが重要です。このため，「小盛りサイズメニュー」の提供等の取組が増えるこ

とは大変望ましいことです。 

 各府省におかれましても，小盛りでの提供が可能である旨の分かりやすい掲示や，

小盛りでの提供が可能な品目の拡大等，これまで以上に「小盛りサイズメニュー」

の提供の取組等を率先して推進いただきますよう，切にお願い申し上げます。 

〇菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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       令 和 ２ 年 

２ 月 10 日 

◎ 一 般 案 件

   ☆ キ プ ロ ス 国 特 命 全 権 大 使 ハ リ ス ・ モ リ チ ス 外 １ 名

の 接 受 に つ い て （ 決 定 ）       （ 外 務 省 ）

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 参 議 院 議 員 松 沢 成 文 （ 維 新 ） 提 出 国 家 公 務 員

倫 理 規 程 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い

て （ 決 定 ）                 （ 内 閣 官 房 ）

 ○ 1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 総 務 省 が ワ ン

セ グ 携 帯 の み を 利 用 し て い る 者 に 対 す る 放 送

受 信 料 値 下 げ を Ｎ Ｈ Ｋ に 要 請 し た と す る 報 道

に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）            （ 総 務 省 ）

1. 参 議 院 議 員 松 沢 成 文 （ 維 新 ） 提 出 ゴ ル フ 場 利

用 税 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）             （ 同 上 ）

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 無 ） 提 出 日 本 語 能 力 試

験 の 認 定 書 の 偽 造 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）       （ 法 務 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 山 内 康 一 （ 立 国 社 ） 提 出 政 府 チ ャ

ー タ ー 機 の 利 用 に 係 る 費 用 の 負 担 に 関 す る 質

問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 )( 外 務 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 無 ） 提 出 大 学 入 学 共 通

テ ス ト に お け る 英 語 民 間 試 験 の 活 用 延 期 及 び

国 語 ・ 数 学 の 記 述 式 問 題 の 導 入 見 送 り に 関 す

る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 文 部 科 学 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 松 原 仁 （ 立 国 社 ） 提 出 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 に 対 す る 迅 速 な 対 応 に 関 す る

質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 厚 生 労 働 省 ）

資 料
あ り

（ 月 ）
繰 上 げ 閣 議 案 件

資 料
な し

〔 別 添 〕
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1. 衆 議 院 議 員 松 原 仁 （ 立 国 社 ） 提 出 世 界 保 健 機

関 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 に 関 す る

質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 厚 生 労 働 省 ）  
1. 参 議 院 議 員 塩 村 あ や か （ 立 憲 ・ 国 民 ． 新 緑 風

会 ・ 社 民 ） 提 出 ね ん き ん 定 期 便 に 関 す る 質 問

に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）  （ 同 上 ）  
 

◎ 人  事 

   ○ 国 家 公 務 員 倫 理 審 査 会 会 長 等 の 任 命 に つ き ， 両 議 

院 の 同 意 を 求 め る こ と に つ い て （ 決 定 ） 

 〃  ☆ 元 建 設 技 官 吉 岡 和 徳 外 ８ ８ 名 の 叙 位 又 は 叙 勲 に つ 

い て （ 決 定 ） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕     

  

資 料  
あ り  
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                 令 和 ２ 年 

              ２ 月 10 日 

 

◎ 一 般 案 件 

   ○ 国 際 連 合 教 育 科 学 文 化 機 関 の 賛 助 す る 水 災 害 の 危 

険及び危機管理のための国際センター（第２区分） 

の 日 本 国 に お け る 継 続 に 関 す る 日 本 国 政 府 と 国 際 

連 合 教 育 科 学 文 化 機 関 と の 間 の 協 定 の 署 名 に つ い 

て （ 決 定 ）             （ 外 務 省 ） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕 

 
 

 

（ 月 ）   件 名 外 案 件  

資 料  
な し  
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